
Shinjuku Eating Support Team

デイサービスから在宅を変える

「食べる☆デイ!!」参上！
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新宿食支援研究会ＷＧ「食べる☆デイ!!」
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Shinjuku Eating Support Team通所サービスの種類・特徴

通所介護（デイサービス）

認知症対応型通所介護

通所リハビリテーション（デイケア）

小規模多機能型居宅介護



Shinjuku Eating Support Teamデイサービスの一日

送迎（ドアツードア）

入浴

食事

機能訓練

レクリエーション



Shinjuku Eating Support Team食べる☆デイ‼活動

月に１度にミーティングを行い意見交換、懇
親会

デイサービス職員、歯科医師、歯科衛生士、
管理栄養士、介護職員、ケアマネジャー、福
祉用具専門相談員、理学療法士、高齢者総
合相談センター職員、配食サービス、報道関
係者など他職種の方が参加

いろいろな視点からアドバイスを受ける



Shinjuku Eating Support Team食べる☆デイ！ WGコンセプト

どうやったら「食べられるのか」の追求

機能に合わせた食事の提供

食事環境の調整

評価・情報発信をしていく

楽しく、美味しく食べるんだい！



Shinjuku Eating Support Teamデイサービスで何が出来る？

デイだからできる食支援がある

デイサービスでは一度に複数の方の食事を
始めから終りまで見ることが出来る

長時間、利用者様と接することが出来る

体重測定（継続的）ができる

録画記録、聞き取り、テストができる

見つける



Shinjuku Eating Support Teamデイサービスから家庭への報告

血圧、体温、体重測定

→当日の様子は分かるが継時的な変化は分から
ない

食事の摂取量（割合）

→そもそも食事量が人によって異なるし、摂取栄養
量の表記ではない

当日の活動状態

→客観的な表記ではない



Shinjuku Eating Support Teamデイサービスからの報告

当日の様子を家族に伝えるもの

デイサービスでの情報を
在宅生活に活かす！



Shinjuku Eating Support Team食べる☆デイ‼でできること

利用者の現状と将来のリスクを評価する

デイサービスの職員、サービスの中で評価で
きる

継続的に実施できる

デイの特徴を生かせる

「食べる☆デイ‼テスト」の考案



Shinjuku Eating Support Team食べる☆デイ‼ テスト

デイサービスでできる客観評価

（知識、技術、時間、コスト、職員負担）

現状と将来のリスク評価

継続評価ができるもの

項目；摂食機能、栄養、体力



Shinjuku Eating Support Team食べる☆デイ‼ テスト

摂食機能；咀嚼テスト、嚥下テスト

栄養； MNA-SF

体力；握力、立ち上がり、歩行、片足
立ち



Shinjuku Eating Support Team摂食機能

サラダせんべいを飲み込むまでの
咀嚼回数（せんべいテスト）

３０ｃｃの水を口に含み一息で飲み
干す（水飲みテスト）



Shinjuku Eating Support Team摂食機能の評価

せんべいテストでは30回未満が正常

水飲みテストは一気に飲み干してむせない方
が正常

テストが実行できなかった時（機能的に）は正
常ではないと判断

分類

正常 ともに正常なもの

正常ではない どちらかが正常ではないもの



Shinjuku Eating Support Team栄養状態

簡易栄養状態評価表

 Mini Nutritional Assessment Short-Form 

(MNA®-SF)

高齢者（65歳以上）の栄養状態スクリーニン
グテスト

信頼性あるスクリーニングテスト

デイサービスで実施しやすい項目



Shinjuku Eating Support TeamＭＮＡ-ＳＦ項目

https://www.nestlehealthscience.jp/mna参照



Shinjuku Eating Support TeamＭＮＡ-ＳＦ評価

ポイントにより分類

 MNA3段階

栄養状態良好 １２ポイント以上

低栄養のおそれ 8-11ポイント

低栄養 7ポイント以下



Shinjuku Eating Support Team体力

握力：握力計を使い握力の計測

椅子からの立ち上がり：
①つかまらなくて立ち上がれる②何かにつかまって立ち上がれる③介助
が必要

５メートル歩行：歩く速度の計測

片足立ち５秒間：
①つかまらなくてできる②何かにつかまってできる③できない

今後取り入れ予定(^^ゞ



Shinjuku Eating Support Team「食べる☆デイ‼テスト」クラス分け

栄養状態良好 健常群

低栄養のおそれ 要観察群

要注意群

低栄養 注意群

摂食機能が正常な人



Shinjuku Eating Support Team「食べる☆デイ‼テスト」クラス分け

栄養状態良好 健常群

低栄養のおそれ 要観察群

要注意群

低栄養 注意群

摂食機能が正常でない人



Shinjuku Eating Support Teamクラス分け対応

健常群 現状維持

要観察群 現状維持、体力や栄養状態が低下し
ないように配慮する

要注意群 家族とも情報共有し、必要であれば
医療者（管理栄養士等）にも介入して
もらう

注意群 医療者とも情報共有し、日頃の体調
管理を行う



Shinjuku Eating Support Team

 笑み 9名

 ふぁみりぃ 8名

 あおぞら 2名

 りっくる 6名

「食べる☆デイ‼テスト」予備調査

対象者；

各デイサービスでピックアップした方の中で摂食機能テスト、
栄養評価がともにできたもの

25名

今回作成した「食べる☆デイ‼テスト」が実際にデイサービ
スの活動の中で実践できるのかを検証するために各デイ
サービスで対象者をピックアップして調査を行った。
また、参考のために家庭環境や口腔環境の調査と食事観
察も行った。



Shinjuku Eating Support Team「食べる☆デイ‼テスト」予備調査

調査項目

 現在の食事形態
 食事観察
 アタリメテスト※
 せんべいテスト
 水飲みテスト
 口腔環境
 MNAｰSF

 身長、体重
 必要エネルギー
 家庭環境

調査実施者

デイサービス職員
デイサービス職員
デイサービス職員
デイサービス職員
デイサービス職員
歯科衛生士
管理栄養士
デイサービス職員
管理栄養士
デイサービス職員

※舌運動のテストとして食べる☆デイ‼テストに導入予定だった



Shinjuku Eating Support Team摂食機能テスト

正常 正常でないもの

笑み ３ ６

ふぁみりぃ ２ ６

あおぞら ０ ２

りっくる ４ ２

計 ９ １６



Shinjuku Eating Support Team栄養評価

良好 低栄養の
おそれ

低栄養

笑み ３ ６ ０

ふぁみりぃ ４ ４ ０

あおぞら ２ ０ ０

りっくる ０ ６ ０

計 ９ １６ ０



Shinjuku Eating Support Teamクラス分類

健常 要観察 要注意 注意

笑み ２ ２ ５ ０

ふぁみりぃ １ ４ ３ ０

あおぞら ０ ２ ０ ０

りっくる ０ ４ ２ ０

計 ３ １２ １０ ０



Shinjuku Eating Support Team予備調査結果１

 今回の調査では、対象者をピックアップした結果であり、その
デイサービスの全体像は表していない

 デイサービスで口腔内の観察をすることがないので、今回初
めて口腔内状態がわかった方も多かった

 食べこぼしやむせ込みのある方は摂食機能の項目と合致し
ている者が多かった

 協力的でなくテストができない方もいたが、多くの方で実施で
きた



Shinjuku Eating Support Team予備調査結果２

 摂食機能テストにより、全員正常に食べられていると思って
いたが、多くの人が正常ではないことがわかった

 栄養状態について、「低栄養のおそれ」の方が多くいることが
わかった

 クラス分類で要観察、要注意の方が多くいることがわかり、
機能や栄養状態の維持向上のために何らかの対応が必要
であることがわかった



Shinjuku Eating Support Team予備調査からわかったこと

 「摂食機能」「栄養状態」「体力」の3項目からなる「食べる☆
デイ‼テスト」は業務の中で十分実施可能である

 テストの実施により、職員が利用者の機能や栄養状態を把
握することができそうだ

 クラス分類をすることにより利用者との関わりと「つなぐ」（家
族や医療者へ）必要性が明確になりそうだ

 個人カルテを作ることにより利用者の状況を継時的、継続的
に観察できそうだ

 異なるデイサービスで共通テストを実施することによりデイ
サービス間での研修、症例検討、連携ができそうだ



Shinjuku Eating Support Team個人カルテ

食べる☆デイ‼テスト（摂食機能、栄養、体
力）、体重測定等を３カ月ごとに計測

個人別記録にまとめ長期的に推移を把握



Shinjuku Eating Support Team

評価の結果をどう活かすのか

どのように家族、医療機関と連携するのか

機能の維持向上プログラム

デイサービスで取り入れられるもの

次なる課題

「食べる☆デイ‼ 体操」



Shinjuku Eating Support Team食べる☆デイ‼活動を通して

見える化！

利用者様の状態把握

ご家族、他職種との連携

職員の意識向上



Shinjuku Eating Support Team職員の意識向上

テストにより利用者を客観的に評価する

口腔内の状態把握

食事観察

食形態の検討

食事姿勢の配慮



Shinjuku Eating Support Team活用していくには

1. 継続的に実施する

2. テスト（評価）、カルテ、体操をセットにする

3. 他のデイサービスにも広めていく



Shinjuku Eating Support Team継続のために

イベント的にする

• テスト実施月を定め、計測月間などを作っておく

職員への周知

• 自分で行ってみる！

• 内容の把握！

• 営業ツールにもなりうる！

ご家族・ケアマネへの報告を工夫する

• 報告書を一年間の推移を簡単にわかるようにグ
ラフなどの表にして提出



Shinjuku Eating Support Team他のデイへも広めていく

デイネット（新宿区通所サービス連絡会）

平成27年度立ち上げ

食べる☆デイ‼の関係者多数在籍

デイネットでの研修会で食べる☆デイ‼の発
表する機会を作り他のデイサービスの方に関
心を持ってもらう

広げる



Shinjuku Eating Support Team実施にあたって

新宿食支援研究会ホームページ活用

食べる☆デイ‼テストのひな形をアップする

動画の配信

 カルテもダウンロードできるようにしておく

http://www15.atpages.jp/shinshokuken/


